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丸山眞男、その思想の再起動のために！ 〈不断の精神革命〉〈永久革命としての民主主義〉の実現のために 

闘い、「少数者のノーと言う勇気」に賭けた、その思想と生涯。 

 

〈著者紹介〉黒川みどり（くろかわ みどり）：静岡大学教授 

 

～版元から～ 丸山眞男――戦後日本における最大の思想家とされながら、果たして彼の思想は正しく理解されて 

きたのでしょうか。近代主義者とされる丸山は、実は現実の近代への徹底的批判者であり、精神構造としての天皇制 

がこの社会に深く根を張っていることに対して最後まで変革を訴え続けました。本書は、従来の国民国家批判やポス 

トモダニズムの立場などからの丸山批判を乗り越え、思想史の原点に立ち返り、その思想を論理的・内在的に読み解 

いていきます。個人と個人の横のつながりによる「開かれた社会」のもとでの普遍的人権を希求していった丸山の思 

想が現代社会に訴えかけるものとは何か。 
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